
      会議内容

件 名
令和４年度第３回鹿児島市心豊かで元気あふれる

「さつまっ子」育成市民会議
作 成 課 青少年課

日 時 令和５年３月１６日(木) １０：００～１１：１０

場 所 市教育総合センター青年第一・二・三研修室等

出 席 者 委員１９人（５人欠席）

市出席者 青少年課、生涯学習課職員

会 次 第

１ 開会のことば

２ 開会のあいさつ（会長）

３ 全体会（令和４年度市民会議の実績、令和５年度の計画等）

４ 部会（家庭、学校・体験、環境の３部会）

５ 全体会（部会報告・質疑応答）

６ 閉会のことば

主な意見等

１ 各部会での意見

(1) 家庭部会「心のとびらを開く家庭づくり講座」の成果と課題等

ア 来年度も「家庭づくり、親子の関わり」をテーマに講話をいただく予定である。

イ 環境部会で出された多くの意見を講師にお伝えして、講話の内容を考えていただくこ

と、今後の感染状況を踏まえながら、今後の在り方を検討していく。

(2) 学校・体験合同部会

【各委員より】

ア 今年度のあいご大会やスポーツ大会の実施状況について、１日開催を半日にした

り、参加人数を制限したりと活動内容を工夫しながら実施するところが増えてきた。

  イ 活動発表に誌上発表を取り入れて好評だった。（PDF 化して配布）

ウ コロナ禍の３年間で、子どもたちの出番（活躍の場）が少なくて、自信を与えられなかった

ことは気がかりだが、子どもたちはたくましく成長していると感じた。

【その他】

  ア 卒業式に参加し、マスクを外した子どもたちの表情を見ることができて、安心した。

  イ 学校では、あいさつ・読書、家庭での声かけに力を入れ、子どもたちの活躍の場を設

定することができた。

(3) 環境部会

ア 保護者はインターネット等に関して、もっと知識を高め、保護者が子どもに教えられるよう

にする必要がある。今は、保護者が子どもについていけない状況も見られる。

イ 薬物乱用防止に関する春のキャンペーンを中央駅で実施し、４５人が参加した。

ウ  地域にだれでも入れる居場所づくりを進める。南さつま市では高校生が居場所づくりに

取り組んでいる。小学生は、高校生や大学生に憧れを持っていると思う。若い力を取り込ん

だ取組を進めて、休まる場をつくることが必要である。

３ 全体会

⑴ 各部会報告    ⑵ 質疑応答等


